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筑波大学・北海道大学共催国際シンポジウム

高等教育における

プロフェッショナル・ディベロップメント

リンダ・フォンヘーネ

 

（カリフォルニア大学バークレー校

 

Graduate Student Instructor ティーチング・リソースセンター長）
サブリナ・ソラッコ

 

（カリフォルニア大学バークレー校

 

大学院アカデミックサービス部長）
リン・テイラー

 

（ダルハウジー大学

 

学習・ティーチングセンター長）
パメラ・ヴォーグ

 

（サンフランシスコ州立大学

 

ティーチング・ファカルティディベロップメントセンター長)
ジュディス・アン・オーミット

 

（インディアナ大学

 

評価・教育政策センター）
ジョディ・D・ナイキスト

 

（ワシントン大学

 

教育開発研究（名誉）センター長）
シ

 

ジンファン

 

（清華大學

 

教育機構）
イ

 

ヘジュン

 

（ソウル国立大学

 

ティーチング・学習開発センター

 

eLearningサポート部長）

石田

 

東生

 

（筑波大学

 

教育企画室長

 

システム情報工学研究科）
宮本

 

陽一郎

 

（筑波大学

 

人文社会科学研究科）
細川

 

敏幸

 

（北海道大学

 

高等教育機能開発総合センター）
山岸

 

みどり

 

（北海道大学

 

高等教育機能開発総合センター）
瀬名波

 

栄潤

 

（北海道大学

 

文学研究科）
宇田川

 

拓雄

 

（北海道教育大学、北海道大学

 

高等教育機能開発総合センター研究員）
山田

 

礼子

 

（同志社大学

 

社会学研究科）

講演者紹介

会場案内

〒305-8577 茨城県つくば市天王台1-1-1
TEL: 029-853-8094, FAX:029-853-7379（直通）
Email：

 

kyoikugp20@un.tsukuba.ac.jp

筑波大学
教育GP事務局

北海道大学

つくば駅から会場まで徒歩15分。TXつくば駅A４出口を出て右手にQ’t・西武を見ながら、そのまま道なりに進み

 

2つ目の信号を左折。そこから徒歩約３分。
つくば国際会議場

7/27（月）

 

10:00～16:00

7/28（火）

 

13:30～17:30

筑波大学
〔会場〕つくば国際会議場

※

 

プログラムは全て英語で行われます。
筑波大学国際シンポジウム：日本語による概要配布予定
北海道大学国際シンポジウム：通訳あり（予定）

●

 

参加申し込み・お問い合わせ先

 

●

北海道大学
〔会場〕

 

北海道大学

 

情報教育館

7/30（木）

 

9:00～16:00

7/31（金）

 

9:00～16:00

※

 

17：30～

 

懇親会（札幌アスペンホテル）

日本でFDの取り組みがはじまってから約10年になります。大学設置基準の改正によりFDが「義務化」されたため、この1～2年は

 

どこの大学でもFDが推進されていますが、その内容・形式はまだ手探り状態です。

今回は、10年前からFDに取り組んできた北海道大学と筑波大学が共同してシンポジウムとワークショップを企画し、北米と東アジ

 

アにおける教育に関する新しい教員研修の在り方を探ります。

FD（ファカルティ・ディベロップメント）という用語自体、北米では最近あまり使用されていないこともあり、ここではカリキュラム改革、

 

授業コンサルティング、ティーチング・ポートフォリオ等の新しい取り組みも含み、職員研修やTA研修をも包括する概念として、PD（プ

 

ロフェッショナル・ディベロップメント）という用語を使い、まず各国の現状をお互いに理解するところからはじめたいと思います。

～参加費無料～

北海道大学
情報教育館

JR札幌駅北口から会場まで徒歩約20分，正門・事務局前より学内バスで「高機能センター」下車（15分に１本）

 

地下鉄南北線北18条駅から会場まで徒歩約10分

7月

 

17日（金）まで

プログラムAの参加は筑波大学へ、

 

プログラムBの参加は北海道大学

 

へそれぞれ申込んでください

※

申込者多数の場合は人数調整

 

をさせていただくこともござ

 

います。

※

〒060-0808 北海道札幌市北区北17条西8丁目

高等教育機能開発総合センター

 

高等教育開発研究部
TEL: 011-706-7520，FAX: 011-706-752１

 

（直通）
Email：

 

presiden@high.hokudai.ac.jp

（プログラムの詳細は裏面を御覧ください。）



【第一部】
リンダ・フォンヘーネ

 

/ サブリナ・ソラッコ

 

「バークレー校における先進的なPFFプログラム」

【第二部】
ワークショップ①

リンダ・フォンヘーネ

 

「TAを活用した成績評価基準の作り方と使い方」

ワークショップ②
サブリナ・ソラッコ

 

「研究成果を発信するためのアカデミック・ライティング実践」

講演
１）

 

リンダ・フォンヘーネ

 

「TAを活用した授業方法に関する教員セミナー」
２）

 

サブリナ・ソラッコ

 

「将来の教員のためのアカデミック・ライティング」
３）

 

イ

 

ヘジュン

 

「高等教育において質の高い混合型e-ラーニングを実現するための研修システムの開発」
４）

 

山田

 

礼子

 

「日本における初年次教育の展開～その発展過程と現状の課題～」
５）

 

石田

 

東生

 

「筑波大学における教養教育の再構築」

パネルディスカッション

国際ワークショップ

 

「若手研究者のためのプロフェッショナル・ディベロップメント」
Professional Development for Young Scholars

定員♦

 

６０名（各ワークショップ30名）

※

 

ワークショップ①か②いずれか選択

10:00~16:00 ♢

 

会場♢

 

つくば国際会議場

 

大会議室１０１、小会議室４０５7月

 

27日（月）

筑波大学筑波大学

13:30~17:30 ♢

 

会場♢

 

つくば国際会議場

 

中ホール２００ 定員♦

 

１５０名7月

 

28日（火）

国際シンポジウム

 

「教養教育・初年次教育のための先進的PDの試み」
New Approaches to General Education and Professional Development

7月

 

31日（金）

セッション１：

 

高等教育におけるPD

 

～カナダと米国の事例～
講演1-1

 

リン・テイラー

 

「研究大学におけるGTA

 

(Graduate Teaching Assistant) 訓練

 

～ダルハウジー大学の例～」
講演1-2

 

パメラ・ヴォーグ

 

「サンフランシスコ州立大学の新採用教員研修」
講演1-3

 

細川

 

敏幸

 

「北海道大学の新任教員研修、FD、TA研修」

セッション２：

 

高等教育におけるPD

 

～中国と韓国の事例～
講演2-1

 

シ

 

ジンファン

 

「清華大学のPD戦略」
講演2-2

 

イ

 

ヘジュン

 

「ファカルティディベロップメントとティーチングの質～ソウル国立大学の例～」
講演2-3

 

宇田川

 

拓雄

 

「日本の大学のティーチングセンターとPD」

7月

 

30日（木）

セッション３：

 

PDの手法１
講演3-1

 

ジュディス・アン・オーミット

 

「NSSE

 

～教育改善のためのアンケートシステム～」
講演3-2

 

山田

 

礼子

 

「同志社大学の学生調査JFS（新入生調査）とJCSS（上級生調査）」
講演3-3

 

ジョディ・D・ナイキスト

 

「ワシントン大学におけるマイクロティーチング」
講演3-4

 

山岸

 

みどり

 

「日本の大学における授業開発コンサルタント

 

(Instructional Consultants) の課題」

セッション４：

 

PDの手法２
講演4-1

 

リンダ・フォンヘーネ

 

「バークレー校のPFF（大学教員候補養成研修）」
講演4-2

 

宇田川

 

拓雄

 

「日本における大学教授養成」
講演4-3

 

サブリナ・ソラッコ

 

「アカデミックサービス

 

～バークレー校の大学院生向けアカデミック・ライティング～」
ディスカッサント

 

宮本

 

陽一郎・瀬名波

 

栄潤

 

「日米のアカデミック・ライティング」

（プログラム A

 

in つくば）

定員♦

 

１００名

国際シンポジウム

 

「プロフェッショナル・ディベロップメントの諸相」

♢

 

会場♢

 

北海道大学

 

情報教育館

 

３F スタジオ型多目的中講義室

北海道大学北海道大学 （プログラム B

 

in 札幌）

※

 

プログラム・講演タイトルは変更する場合があります。

ワークショップ参加者には

 

Certificate（修了証明書）

 

を発行いたします。

Aspects of Professional Development

シンポジウム参加者には

 

Certificate（修了証明書）

 

を発行いたします。

9:00~16:00

9:00~16:00


	スライド番号 1
	スライド番号 2

